




1.研究目的

　超音波パルス波を用いる診断法は現在,超音波診断層法として臨床各科に広

く応用されつつあるが,この方法は従来より安全な診断法であることが特徴の

一つとされてきている。事実,産料領域を含めて,これまで超音波断層法の適用

に制限を生じさせるような見解ないし報告は見られていない。しかし,超音波

断層法は妊娠の極く早期から使用されることが多く,昭和 50 年度心身障害研究

で行われたアンケート調査では,とくに妊娠初期における断層法の有効性が期

待されている結果が得られている。


